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#13-15
【４月６日～４月１２日】

〔ウクライナの報道をもとに作成〕

平成２５年４月１６日

在ウクライナ大使館

● ルツェンコ元内相に対する恩赦（７日）

１．内政

▼ルツェンコ元内相に対する恩赦

・６日、大統領直属恩赦問題委員会は、ルツェンコ元内相及

びフィリプチューク元環境相への恩赦をヤヌコーヴィチ大統

領に提案。これを受け、７日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ルツ

ェンコ元内相及びフィリプチューク元環境相を含む６名に対

する恩赦を認める大統領令を発出。同日、恩赦問題委員会委

員のルカシュ閣僚会議相は、人道的観点及び国内法の欧州

基準への適合プロセスの一環で同提案に至った旨説明。

・７日、服役していたメンスク刑務所から出所したルツェンコ元

内相は、今後も政治に携わるとしつつ２０１５年大統領選挙へ

出馬する意向はない旨発言。

・１０日、高等特別裁判所は、ユーシチェンコ前大統領暗殺未

遂事件の際の違法捜査の疑いでルツェンコ元内相に下され

た禁錮２年等の２０１２年８月１７日付有罪判決を有効とする同

年１１月１２日付キエフ市控訴裁判所判決を不服とする弁護側

の主張を棄却し、原審維持の確定判決を宣告（同元内相は禁

錮２年の刑期を満了）。１１日、弁護側は、同確定判決を不服

として欧州人権裁判所に提訴する意向である旨表明。

▼ティモシェンコ前首相に関する動き

・８日、ティモシェンコ前首相の弁護団は、同前首相に対する

恩赦を大統領に要請する旨発言。９日、ルトコフスカ最高会議

人権担当全権代表（オンブズパーソン）は、ティモシェンコ前

首相の場合は裁判が進行中であり、恩赦の手続に言及する

のは時期尚早である旨発言。１１日、ヤヌコーヴィチ大統領は、

裁判が終了するまで同前首相に対する恩赦の検討はできな

い旨発言。

・１２日、「バチキフシチナ」党は、ヤツェニューク同党会派代

表及びルツェンコ元内相等がティモシェンコ前首相が入院し

ているハルキフの国鉄中央病院を訪問したものの、同前首相

との面会は許可されなかった旨発表。

▼議会の動き

・７日、ルィバク最高会議議長は、議会の現状を克服するため

に最高会議に対する信任を問う国民投票の実施あるいは最

高会議解散を検討する必要性に言及。１１日、ヤヌコーヴィチ

大統領は、現時点では議会を解散する考えはないとして、議

会の活動が再開することを期待する旨発言。

・８日、ルィバク議長は、４日の最高会議別館での本会議にお

いて採択された法律に署名し、大統領に送付。１１日、ヤヌコ

ーヴィチ大統領は、同法律の正当性に関し精査するよう専門

家に指示。１２日、高等行政裁判所は、４日の本会議は合法

的に実施されたとする旨の判断を発表。

・１０日、ルィバク議長は、野党各党との議題に関する合意が

得られたとして、１６日からの本会議は最高会議議場におい

て開催されるであろう旨発言。１２日、ヤツェニューク「バチキ

フシチナ」会派代表は、野党の要求が基本的に受け入れられ

たとして、１６日からは野党は議場の封鎖を行わない旨発言。

▼その他

・野党３党は、ジトーミル（６日）、ルツク（９日）、リヴネ（１０日）

及びハルキフ（１２日）において全国抗議運動「立ち上がれ、

ウクライナ」の集会を、また、７日、キエフにおいて政府の退

陣等を要求する集会を実施。

・９日、ヴラセンコ元最高会議議員は、同元議員の議員資格

剥奪に関する３月６日付高等行政裁判所決議の再審を請求

する意向である旨発言。

・１１日、「バチキフシチナ」議員は、野党は１６日の最高会議

本会議においてキエフ市長・同市議会選挙の６月１６日実施

に関する審議を要求する意向である旨発言。一方、同日、憲

法裁判所報道官は、同選挙の実施に関する決定までに３か

月を要する可能性がある旨発言。１２日、カテリンチューク「バ

チキフシチナ」議員（欧州党党首）は、キエフ市長選挙への出

馬を表明。

▼世論調査

［ラズムコフ・センター］

・近日中にキエフ市長選挙が実施された場合の候補者支持

率（投票意思のない者を除く）

クリチコ「ウダール」党党首：３５．８％、ポポフ・キエフ市行政

府長官：１８．０％、ポロシェンコ前経済発展・貿易相：１４．６％

等

・調査は４月３日から８日にかけて１，２１６名のキエフ市民を

対象に実施。

２．経済

▼財政・金融・投資

・８日、歳入・国税省は、投資・ビジネス環境改善のための問

題を扱う諮問機関としての役割を有する投資諮問委員会を設

置した旨発表。本委員会は、関係省庁、国内及び海外投資家、

ビジネス起業家の代表者より構成。

・１０日、財務省は、１０年物ソブリン債（年利７．５％）の発行に

より、国際金融市場において、CitiGroup、JP Morgan、

Sberbank、ＣＩＢ及びＶＴＢキャピタルより、計１２億５，０００万米

ドルを調達した旨発表。

▼ＩＭＦ

・９日、アザーロフ首相は、ジャルビス氏を団長とするＩＭＦ調

査団との会合において、ウクライナの経済状況は安定してお
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り、政府は本年末までに予測された経済成長を達成する必要

がある、政府代表団はＩＭＦ理事と新しい協力プログラムを議

論するために近くワシントンを訪問する予定である旨発言。

・１２日、アリエールＩＭＦ駐ウクライナ事務所長は、ウクライナ

－ＩＭＦの新たなスタンドバイ合意についての次回協議が４月

１９～２１日、ワシントンでのＩＭＦ・世銀年次会合の際に行わ

れることが見込まれているとともに、ウクライナ代表団がＩＭＦ

本部を訪問する予定である旨発言。

・１２日、３月２７日から４月１０日までキエフを訪問したＩＭＦ調

査団は、スタンドバイ合意により支持され得る経済政策に関し

てウクライナ側と生産的な議論を行った、新たなプログラムの

障壁となるウクライナの財政赤字及び対外債務の減少ならび

に持続的な経済成長及び雇用創出のためのエネルギー部

門及び銀行部門改革が必要であろう、これらの問題について

の議論が進捗し来週にも協議が継続されるだろう旨発表。

▼自動車セーフガード

・８日、自動車生産協会ウクルアフトプロムは、２０１３年３月期

のウクライナ企業による自動車生産台数が対前年同月比５

９％減の３，２２３台と発表。

・１０日、オレイニコフ経済発展・貿易省経済戦略計画局長は、

自動車セーフガード措置（輸入自動車の関税引き上げ）導入

後の状況変化によっては、措置導入期間を短縮するかもしれ

ない旨発言。

▼農業

・９日、プリシャジュニク農業政策・食料相は、中古農業機械の

輸入を制限する必要がある旨発言。同相は、農業生産者が

安価を理由に中古の輸入農業機械を使用している結果、農

作業の質が低下し、年間１２億ドルの損失を被っている旨説

明。

▼宇宙・航空機産業

・１０日、アレクセイエフ国家宇宙庁長官は、ウクライナで初め

てとなる通信衛星「リビジ」の軌道への設置は２０１３年１２月２

８日に予定されている旨、また、サイクロン４のブラジルの打

ち上げ射場からの最初の打上げが２０１４年末になるであろう

旨発言。

・１２日、キバ・アントーノフ社長は、Ａｎ７０軍用貨物航空機プ

ロジェクトの主な顧客であるロシア防衛省の撤退により、本軍

用機の試験を中止した旨発表。同日、アザーロフ首相は、Ａｎ

７０は世界でも類似物がない独特の特徴を有しており、ウクラ

イナ単独で本プロジェクトを継続し、一連の製造を開始するこ

とが出来るであろう旨発言。

▼ガス問題

・１１日、ウクルトランスガス社は、２０１３年第１四半期のロシ

ア産ガス輸送量が対前年同期比１７％減の１９億４，３５０万

立方メートルであった旨発表。

３．外政

▼ルツェンコ元内相に対する恩赦に関する反応

・７日、コモロフスキ・ポーランド大統領は、ヤヌコーヴィチ大

統領と電話会談し、連合協定署名の可能性を高めるヤヌコ

ーヴィチ大統領の決定に謝意を表明。

・８日、ＥＵのアシュトン上級代表及びフィーレ欧州委員は、

ルツェンコ元内相等に対する恩赦に関する大統領の決定は

恣意的裁判問題解決に向けた最初の重要な一歩であるとし

た一方、ＥＵとの合意事項の履行のためウクライナが欧州基

準に基づいた包括的な司法改革により未解決の恣意的裁

判問題を解決し、同問題が再発しないことを期待する旨の

共同声明を発出。

・８日、米ホワイトハウスは、恩赦を歓迎する一方、ウクライナ

政府に対し政治的動機に基づく裁判の停止等を呼びかける

旨の報道官声明を、また、９日、米国務省は、ティモシェンコ

前首相の釈放を呼びかける旨の報道官声明を発出。

・クファシニエフスキ元ポーランド大統領、ヤーグラン欧州評

議会事務局長（７日）、ミニョンＰＡＣＥ議長、グリボウスカイ

テ・リトアニア大統領、ヴェスターヴェレ独外相（８日）及びベ

アード加外相（９日）等も一様に、本決定は重要な一歩であ

ると歓迎しつつ恣意的裁判の問題に関しさらなる進展を期

待する旨の声明を発表。

・９日、ホンチャルク大統領補佐官兼大統領府国際関係総局

長は、今回の恣意的裁判問題に対する政府の措置によりＥＵ

との連合協定は１１月の署名に向け大きく前進した旨発言。

▼アンシプ・エストニア首相の来訪

・１１日、アザーロフ首相は、来訪したアンシプ・エストニア首

相と会談し、外交及び投資分野における両国協力等に関し

協議。アンシプ首相は、一人の女性によって連合協定の署名

が阻害されてはならず、東方パートナーシップ首脳会合にお

いて同協定は署名されると信じている旨発言。

・１２日、ヤヌコーヴィチ大統領は、アンシプ首相と会談し、ウ

クライナの欧州統合問題等に関し協議。ヤヌコーヴィチ大統

領は、欧州統合はウクライナの発展のための新たな可能性を

創出するとして、ウクライナはＥＵとの合意事項を着実に履行

している旨発言。

▼ルィバク最高会議議長の訪露

・１１日、ルィバク最高会議議長は、サンクト・ペテルブルクを

訪問し、ナルィシュキン露国家院議長及びマトヴィエンコ露

連邦院議長との会談において両国議会間委員会の実施日

程、ウクライナと関税同盟との協力問題等に関し協議。

・１２日、ルィバク議長は、ＣＩＳ諸国議会間会議に出席し、ウ

クライナは欧州統合とＣＩＳ枠内における協力は相互に補完

するプロセスと見なしている旨発言。

▼その他

・８日、ヤヌコーヴィチ大統領は、３月２２日に最高会議によ

って批准された「査証手続簡素化に関するウクライナ・ＥＵ

間協定の修正に関する合意」に署名。

・１０日、ウクルスペツエクスポルト社は、２０１１年のリビアに

対する国連制裁を回避してウクライナ等が武器の不法輸出

を行っていた可能性があるとする米ワシントン・ポスト紙報道
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に関し、ウクライナは制裁後にリビアに対して武器の輸出は

行っていない旨発表。同日、ペレビーニス外務省情報政策

局長代行は、同情報を確認中である旨発言。

・１１～１３日、ソネンシャイン米国務次官（広報・文化交流担

当）は、ウクライナを訪問し、アメリカンセンターの起工式及

び女性フォーラム等に出席。

４．防衛

・９日、レベジェフ国防相はブラジルを訪問し、航空・航空宇

宙・防衛産業に関する国防安全保障国際博覧会２０１３に出

席、またアモリム国防相と会談。

・１０日、レベジェフ国防相は、アルゼンチンを訪問しプリセ

リ国防相と会談。

（了）


